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1. はじめに  

博物館・美術館情報の電子化が進み，ネットワークを

通じて収蔵品に関する情報の提供サービス，検索サービ

スなどが開始されている。博物館情報の利用者にとって

は，どの館にアクセスするかを意識せず，各館の差異を

意識せずにシームレスに検索ができること，つまり横断

検索できることが望ましい[1]。現状のほとんどの館では，

それぞれが独自のサービスを提供しているため，  

－  検索方法が館によって異なる  

－  ある館の情報を他の館の情報と関連付けて見る 

ことが難しい  

などの問題点があり，横断検索を困難にしている。そこ

で横断検索のためには，各館の情報を統合する仕組みが

必要となる[2]。  

単純な情報統合の方法として，収蔵品の関連情報を記

述する共通フォーマットを定義し，各館がそれに従って

情報提供できれば，横断検索の基盤は形成される。文化

財情報については，文化財情報システムフォーラム [4]

において共通索引の試みが行われている。国際的には，

大掛かりになる可能性はあるが，CIDOC[5]の取組みがあ

る。  

しかし実際に存在する博物館は多様であって，扱う対

象も規模も異なる。対象を扱う態度は博物館によって異

なり，提供する収蔵品関連情報も様々である。博物館に

よる収蔵品に関する関連情報の違いは各館の独自性の現

れであって，横断検索の名の下に共通化することは必ず

しも適切ではなく，共通化は困難に近い。  

 

2. 横断検索のためのフレームワーク  
定型的な共通フォーマットですべての情報を表現し

ようとする情報構造は，博物館情報の多様性を許容した

横断検索を困難にするため，多様性を許容する情報構造

として，次の 3 レベルに階層化される情報共有のフレー

ムワークが提案されている[1]。  

 

(1) 情報記述構造レベル  

収蔵品に関連する情報を記述する構造の共通化を図

るために，各館に対して標準化された情報構造を採用す

ることを求めたり，館固有のインハウス情報構造の利用

を否定することはせず，各館の情報を共通構造に変換す

る。共通構造への変換ができれば，例えばデータベース

のスキーマレベルで，A 館のスロット X が B 館のスロッ

ト Y に対応するという情報共有が可能になる。  

 

(2) 情報記述内容レベル  

情報記述構造レベルでの情報共有が実現しても，そこ

に記述される内容の表記の統一がなければ，単純な文字

列操作ではその同一性を判定できない。そこでこのレベ

ルで，記述する語彙の相互変換と共有を図る。これは，

知識表現においてオントロジの統合と共有として認識さ

れる。  

 

(3) 情報ナビゲーションレベル  

オブジェクトとしての収蔵品の間の関係情報を，オブ

ジェクトへのリンクとして扱う。博物館に属する専門

家・学芸員などがもつ知識には，このレベルの情報が多

い。収蔵品を特定の視点から分類した情報，利用者に対

して収蔵品の見方をガイドする情報などは，利用者ナビ

ゲーションのシナリオ記述として，このレベルで記述す

る。これらは必ずしも博物館に属する専門家だけによっ

て作成される必要はない。  

 



 

 

3. 情報記述内容レベルの相互変換  
3.1 相互変換という考え方  

先に述べた 3 階層のフレームワークでは，各館の独自

性，多様性を許容しながら，様々なレベルでの情報の相

互変換を行うことにより，複数の館が公開するそれぞれ

の収蔵品に関する情報(文書)を横断検索し，検索者が望

む情報を得ることを可能にすることを目的としている。  

情報記述構造レベルの相互変換に基づく共通化では，

title，creator などの共通データ構造を用いた検索は可

能であるが，検索対象となる各要素に書かれている内容

については，対象としていない。そこで，たとえ同じ構

造に変換できても， 

(1) 同じ内容に対して，複数の館で異なる表記をして

いる場合 

(2) 異なる内容に対して，同一の表記をしている場合 

に対応できない。記述内容の異同の判定には，比較的単

純なものから意味内容に関する高度な判断を要するもの

までが含まれるが，この問題に対処するためには，情報

記述内容レベルの処理が必要となる[5]。 

 

3.2 情報記述内容としての分類  
情報記述内容の異同は，情報記述構造の様々なスロッ

トにおいて問題となるが，ここでは特に横断検索におい

て問題となる可能性の高い分類名に焦点を絞る。ユース

ケースとして，複数の館に対して，ある分類に属するも

のを横断検索するというタスクを設定した場合に，各館

がそれぞれの収蔵品に対して，独自に分類し，それを記

述しているという状況が想定される。  

分類という行為には，行為者の思惟が反映される。物

理的に同じものであっても，観点が異なれば分類の仕方

は異なり得る。また，館の性質によっても分類の仕方は

違ってくる可能性がある。さらに分類結果に対して付与

される分類名の付け方も一様ではない可能性がある。こ

れは，  

i. 分類されたクラスの一致・不一致  

ii. クラスにつけられた名称の一致・不一致  

の二つの観点から整理することができる。 i について，

ある館の分類の結果，生成されたクラスと完全に一致す

るクラスが別の館の分類結果に存在する保証はない。ま

た ii について，たとえ類似のクラスが存在しても，それ

らに同じ名称が付与されているとは限らない。  

このような状況の下で，異なる館の情報を横断的に検

索しようとすれば，分類体系間の対応関係をとらなけれ

ばならない。  

情報記述内容レベルのプロトタイピングを扱った文

献[6]は，分類語彙表[7]による分類体系を共通構造とし，

それへの各館の独自の分類体系のマッピングに基づく横

断検索を確認している。 

もっと厳密なクラス定義，等価なクラスの発見，属性

値に基づくインスタンスとクラスとの関連付けなどは，

オントロジ技術を用いることによって可能になる。 

 

4. 分類体系間の対応付け 
4.1 分類体系に構造がない場合  

一番単純な分類は，分類のための複数のクラスを準備

し，各インスタンスがその中のどれに該当するかを記述

するものである。この分類体系には構造がなく，フラッ

トにクラスが並んでいるのみで，クラス間の関係は記述

されない。  

このような分類体系が複数あった場合に，それらの間

の対応関係をとることを考えると，一方のクラスが他方

のどのクラス（の集まり）に相当するかを記述すること

になる。  

分類体系 A 

クラス a1 クラス a2 クラス a3

クラス b1 クラス b2 

分類体系 B 
 

図  1 構造のない分類体系間の対応  
 

このとき，一対一対応でない部分については，不完全

性の問題が生じる。たとえば，図 1 で分類体系 B のクラ

ス b1 に対応するクラスとして，分類体系 A ではクラス

a1 を得ることになるが，a1 には分類体系 B のクラス b2

に相当するインスタンスも含まれてしまっている。  

 

4.2 分類体系に構造がある場合  
一つの分類体系の中で，クラスどうしの関係を記述す

ることにより，分類体系に構造を持たせ，この構造を用

いて，異なる体系間の対応付けを行うことが考えられる。 

分類体系内でのクラス間の関係として典型的なもの

として，クラス-下位クラスの関係に基づくクラス階層の

構成  (is-a 階層) がある。このとき，下位クラスに属する

インスタンスは同時にその上位クラスのインスタンスで

もある。  



 

 

十分条件 

必要条件 

分類体系 A 

クラス a1

クラス a2 クラス a3 

 

図  2 分類体系の階層化  
 

たとえば，図 2 において，クラス a2 がクラス a1 の下

位クラスであった場合に，クラス a1 のインスタンスであ

ることはクラス a2 のインスタンスであることの必要条

件となり，逆は十分条件となる。  

今，検索結果集合を M，必要とされる集合を N とした

とき，  

 再現率=(N∩M)/N 

 適合率=(N∩M)/M 

である。このとき，必要条件だけで検索すれば，再現率

は最大になるが，適合率は低くなる。逆に，十分条件だ

けで検索すれば，適合率は最大になるが，再現率は低く

なる。このことから，分類階層を検索にどのように利用

するかは，目的に応じて使い分ける必要があることがわ

かる。  

  

4.3 特性の利用  
分類階層を利用したとしても，対応関係はクラス単位

でしかとれず，他の分類体系において独立したクラスと

して表現されていないクラスは，完全な形では表現する

ことができない。  

そこで，個々のインスタンスが持つ特性を利用するこ

とにより，その値の制限により匿名のクラスを構成して，

対応をとることが考えられる。  

特性 p1 の値が y 特性 p1 の値が x 

分類体系 A 

クラス a1

匿名クラス a11 匿名クラス a12 

 

図  3 特性の利用によるクラスの構成  
 

たとえば，図 3 において，分類体系 A ではクラス a1

はそれ以上細分化されていなかったが，a1 に属するイン

スタンスのもつ特性 p1 の値に注目して，分類体系 A に

は元々存在していなかった匿名クラス a11 と a12 を構成

している。  

 

5. オントロジの利用  
5.1 オントロジ記述言語による表現  

上に述べた分類体系およびそれらの間の対応付けを

ウェブオントロジ言語 OWL[8]を用いて表現することを

考える。 

分類体系に構造がない場合は，単に名前付きクラスの

記述が並ぶだけである。二つの分類体系間の対応関係は，

ある体系のクラスないしクラスの和集合または積集合と

別の体系のクラスを等価クラス公理で結ぶことにより表

現する。 

分類体系に構造がある場合は，分類階層を下位クラス

公理を使って表現する。異なる分類体系間のクラスの対

応関係を等価クラス公理で結ぶ点では同じである。 

さらに特性を用いる場合は，特性を定義し，特性の制

限によるクラス記述を用いて，匿名クラスを記述するこ

とにより，元々の分類体系には存在しなかったクラスを

構成して，それを等価クラス公理で結びつけることがで

きる。 

 

5.2 OWL を用いた記述例  
OWL を用いた記述を作成するために，[6]と同じく食

器を題材にした仮想的な三つの博物館を定義し，それぞ

れの収蔵品に関するメタデータを記述した。各館の分類

体系の OWL 記述を図 4 に示す。また，これで表現され

ているクラス階層を可視化したものを図 5 に示す。  

分類自体に注目すると，扱っている対象が共通であっ

ても，それぞれの分類基準や命名法は異なっていること

が見て取れる。たとえば，A 館のクラス「皿」は，B 館

のクラス「平板食器」に対応すると思われるが，その下

位クラスの分け方は異なっている。C 館においては，「皿」

に相当する上位のクラスは存在せず，「和食器」「洋食器」

「中華食器」のそれぞれの下位クラスの中に散在してい

る。  

ここで，A 館のクラス「大皿」に対応するクラスを B

館，C 館から見いだすことを考えてみる。B 館では「大

型平板食器」がこれにあたると考えられる。C 館では「和

大皿」「洋大皿」はこれに相当すると考えられるが，「中

華皿」については判断ができない。そこで大きさに関わ

る特性の値を利用して，「中華皿」の下に匿名のクラスを

構成し，これを A 館のクラス「大皿」に対応させるとい

う方法をとる。B 館の「大型平板食器」や，C 館の「和  



 

 

 
図  4 各館の分類体系の OWL 記述  

 
(a) A 館の分類階層  

 
(b) B 館の分類階層  

 
(c) C 館の分類階層  

図  5 各館の分類階層  

(a) A 館の分類体系の OWL 記述  

(b) B 館の分類体系の OWL 記述  

(c) C 館の分類体系の OWL 記述  

- <owl:Class rdf:ID="コップ"> 
- <owl:disjointWith> 
  <owl:Class rdf:ID="籠" />  
  </owl:disjointWith> 
- <rdfs:subClassOf> 
  <owl:Class rdf:ID="食器" />  
  </rdfs:subClassOf> 
- <owl:disjointWith> 
  <owl:Class rdf:ID="フォーク" />  
  </owl:disjointWith> 
- <owl:disjointWith> 
  <owl:Class rdf:ID="銚子" />  
  </owl:disjointWith> 
- <owl:disjointWith> 
  <owl:Class rdf:ID="急須" />  
  </owl:disjointWith> 
- <owl:disjointWith> 
  <owl:Class rdf:ID="杯" />  
  </owl:disjointWith> 
- <owl:disjointWith> 
  <owl:Class rdf:ID="椀" />  

- <owl:Class rdf:ID="棒状食器"> 
- <rdfs:subClassOf> 
  <owl:Class rdf:ID="操作用食器" />  
  </rdfs:subClassOf> 
  </owl:Class> 
- <owl:Class rdf:ID="多人数用容器"> 
- <rdfs:subClassOf> 
  <owl:Class rdf:ID="容器" />  
  </rdfs:subClassOf> 
  </owl:Class> 
- <owl:Class rdf:ID="個人用容器"> 
- <rdfs:subClassOf> 
  <owl:Class rdf:about="#容器" />  
  </rdfs:subClassOf> 
  </owl:Class> 
- <owl:Class rdf:ID="個人用平板食器"> 
- <rdfs:subClassOf> 
  <owl:Class rdf:ID="平板食器" />  
  </rdfs:subClassOf> 
  </owl:Class> 
- <owl:Class rdf:ID="フォーク状食器"> 

- <owl:Class rdf:ID="洋大皿"> 
- <rdfs:subClassOf> 
  <owl:Class rdf:ID="洋食器" />  
  </rdfs:subClassOf> 
  </owl:Class> 
- <owl:Class rdf:ID="中華食器"> 
- <rdfs:subClassOf> 
  <owl:Class rdf:ID="食器" />  
  </rdfs:subClassOf> 
  </owl:Class> 
- <owl:Class rdf:ID="和大皿"> 
- <rdfs:subClassOf> 
  <owl:Class rdf:ID="和食器" />  
  </rdfs:subClassOf> 
  </owl:Class> 
- <owl:Class rdf:ID="重箱"> 
- <rdfs:subClassOf> 
  <owl:Class rdf:about="#和食器" />  
  </rdfs:subClassOf> 
  </owl:Class> 
- <owl:Class rdf:about="#洋食器"> 

食



 

 

大皿」「洋大皿」についても，必要ならば特性による制限

を追加してもよい。  

 

5.3 実現に向けた考察 
最後に，以上述べてきた分類体系間の対応付けをどの

ように実現して，横断検索において利用するかについて

述べる。  

まず，横断検索を実現するにあたっては，利用者から

の検索要求を受け付ける窓口が必要になる。この機能を

ポータルサイトとして実現することを考える。一方で，

実際の検索対象データは各館にあるものとする。そうす

ると，利用者からの検索要求を受け付けたポータルサイ

トは，各館に対して検索要求を出し，各館から返ってき

た検索結果をとりまとめて利用者に提示することになる。

この関係を図 6 に示す。  

利用者からの検索要求 統合された検索結果 

A 館 

B 館 

C 館 

各館向けの検索要求 各館からの検索結果 

ポータルサイト 

 

図  6 横断検索の構成 
 

このとき，オントロジ間のマッピングは，理論的には

ポータルサイトと各館の間のどこで行われてもよい。こ

こで仮に，各館に対しては各館毎の語彙を使って検索要

求を出すことにすると，対応付けと変換作業はポータル

サイト内で実行されることになる。このとき，OWL のウ

ェブオントロジとしての分散オントロジ管理機構が意味

をもつことになる。  

先に示したように，各館で採用している分類体系の

OWL 記述は各館毎に作成される。これをポータルサイト

でひとつに統合することになるが，このときにウェブオ

ントロジの取り込み機構を利用する。具体的には，各館

毎に記述された OWL 記述を取り込んで，名前空間で区

別しながら，ポータルサイトで作成するオントロジの中

で対応関係を記述していく。これを図 7 に示す。  

ポータルサイトでは，関連づけのためのオントロジを

用いて検索要求に対応する各館のクラス記述を求めると

ともに，それが各館の DB でどのように格納されている

かを情報記述構造レベルで解決し，各館向けの検索要求

を作成する。  

A 館の 
オントロジ

C 館の 
オントロジ

B 館の 
オントロジ 

ポータルサイト 
オントロジ 

import 

 

図  7 オントロジの取り込み  
 

このとき，今回は議論の対象外としたが，利用者がポ

ータルサイトで用いる検索用語彙と各館のオントロジの

間の相互変換も必要となる。  

 

6. おわりに  
本稿では，博物館，美術館が公開する文書情報の横断

検索を目指して，情報記述内容レベルでの相互変換に，

オントロジを用いる方法について述べた。これにより，

各館毎に異なる分類体系を採用していても，それらの間

の横断検索をより柔軟に行える仕組みを構築できる可能

性がある。今後，より具体的なオントロジの利用方法に

ついて検討していく予定である。  
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